
サウジアラビア特論
「副題：生活の安全保障の視点からサウジアラビア石油

の安定供給の日本にとっての意味を考える」

2013年4月17日～7月24日
開講機関：お茶大LWWC増田研究室

連携機関：社会技術革新学会

担当講師：帝京平成大学

経営マネジメント学科 須藤 繁

【第４回知の市場年次大会】 ２０１３年２月７日



科目概要

●サウジアラビアが我が国にとって最大の供給国である石油
の供給は、経済・産業活動のみならず、国民生活の安全保障
にとって最重要課題の一つである。サウジアラビアは世界最大
の石油資源保有国として穏健な価格政策で石油市場の維持
拡大を目指し、石油市場の安定性を確保しようとしている。

●こうした石油政策は無資源国である日本として尊重すべきも
のであり、日本はサウジとの貿易・投資関係の拡充を通じて互
恵的な関係に立ち得る。

●今日サウジアラビアは人口爆発、若年層比率の急増を背景
に、雇用機会の創出、教育訓練プログラムの拡充、女性の社
会進出の確保という喫緊のニーズを抱える。戦略的互恵関係
の強化を両国の将来関係の基礎に位置づけ、多様な分野で重
層的な関係を構築することが重要である。



講義概要



新国際石油論
「副題： 石油供給構造の変化がもたらす政治的・経済

的意味を検証する」

2013年4月9日～7月16日
開講機関：関東化学

連携機関：社会技術革新学会

担当講師：帝京平成大学

経営マネジメント学科 須藤 繁



科目概要

●今日、石油は経済活動・社会生活の根幹をなし、国際経済と
国際政治に大きな影響をもたらす。

●20世紀は、「石油の世紀」といわれたが、２１世紀に入って以

後、開発された非在来型資源（とりわけ、シェール層資源）は、
21世紀も暫くは「石油の世紀」が続くことを示唆している。

●本講義においては、石油産業の成り立ちと石油の持つ地政
学的な意味をおさえ、石油資源の価値を最大限実現するため
の条件を考えるとともに、石油の持つ政治的・経済的な意味を
世界史的観点から論じる。



講義概要



日本・サウジアラビア王国間の戦略的・重層的パートナーシップ
構築に向けて(共同声明）

●双方は、そのパートナーシップを強固
にするため、経済、文化、環境、航空交
通等の様々な分野において、あらゆる
レベルで戦略的対話を一層促進してい
く意思を共有した。双方は、両国外相間
の対話を含むハイレベルな政治対話を
促進する意向を表明した。

●双方は、経済関係の更なる発展が日
本・サウジアラビア間の戦略的・重層的
パートナーシップに向けての主要な原
動力となるとの見解を共有した。

●双方は、住友化学とサウジアラムコと
の間のラービグ石油化学プロジェクト、
SPDCとSABICとの間のシャルク・プロ
ジェクト、昭和シェル石油株式会社への
サウジアラムコの投資等、双方向の投
資の大幅な増加を歓迎した。

2006年4月6日、東京



「サウジアラビアの若者の失業問題」
（2012年5月22日、NHKワールド）

●各国でアラブの春が進行する中、サウジ政府が頭を痛めているのが、若
者の失業対策である。若者の失業問題は、周辺諸国で反政府デモのきっか
けになった。サウジアラビアでは20才代前半の失業率は40％に上る。

●石油収入の増加を背景に、この30年間で3倍に。30才以下が人口に占め
る割合は７割。彼らに見合う就職先が不足している。世代別失業率は、15～
19才44％、20～24才39％、25～29才20％、30～34才６％、35～39才２％
といわれているが、実態はさらに深刻であるとの見方もある。

●失業の悪化が、反政府運動の火種になりかねないことを危惧するサウジ
政府は様々な失業対策に本格的に取り組み出した。2011年3月各国でデモ

が繰り広げられる中、サウジアラビアでもデモが行われた。これを受けて、
海外で病気療養中だったアブドラ国王が海外から急遽帰国し、日本円で月
額４万円余りの給付金を若者80万人に支給するなどの緊急対策で若者の

不満を抑え、政情の安定化を図った。今、政府が最も力を入れているのが、
民間分野でも雇用の創出である。
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